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沖縄オープンラボ 組織概要
• 名称

一般社団法人 沖縄オープンラボラトリ （略称：沖縄オープンラボ、OOL）

• 設立

2013年5月8日 NTTコミュニケーションズ株式会社、日本電気株式会社 、
株式会社イイガの3社にて、沖縄IT津梁パーク（うるま市洲崎）内に設立

• 現所在地

沖縄県浦添市勢理客4-19-3 NTT勢理客ビル5階

電話： 098-989-1940

代表理事 伊藤 幸夫（現NEC常務取締役・元NTTコミュニケーションズ取締役）

• 目的

• 情報通信における先端技術（次世代ICT※1基盤技術）の実用化、普及

• 次世代ICT基盤技術におけるユースケースの研究・開発、実証
※1 Information and Communication Technology（情報通信技術）



沖縄オープンラボ 会員企業 (2018/11月時点)



5

観光庁の調査より

目的地までの公共交通の経路情報の入手

無料の公衆無線LAN(インターネット接続)
環境

コミュニケーション



6

訪日する外国人

 2013年に1,000万人を超えた訪日外国人は、その後、急増。

 2017年は、2,869万人に達し、18日初めて3,000万人を突破。

 これまで、外国人観光客を増やすため、ビザの緩和などの

対策をとってきた政府は、オリンピックが開催される2020年に

4,000万人突破を目指している。
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官公庁による訪日外国人へのアンケート結果

目的地までの公共交通の経路
情報の入手が困難

世界中で一般的な 経路探索
アプリに情報が出てこない



オープンデータを利用して

観光体験イノベーションへ



住民・県民・観光客 すべての人がもっと便利に移動！

バスと離島船舶の運行情報をオープンに発信！

観光地や重要な拠点にもっと行きやすく！

そのための「オープンデータ」作成



交通のためのオープンデータ

バスや離島船舶の運行情報を

＞世界標準のデータ形式にして公開しよう！

世界標準形式＝GTFS(ジーティー・エフエス)

＞オレゴン州のバス会社とGoogleから世界の主要都市へ

GTFS形式データを広く公開する
＞交通オープンデータ



観光のためのオープンデータ

観光データを扱いやすい形で広く公開する
＞観光オープンデータ

座標を含む観光（施設、イベント）情報を

＞ 取り扱いやすい形式で公開！

APIとして整備

＞ソフトウェア・Webで扱いやすく



沖縄の旅に☆究極の自由を！

いままでの旅行・観光

• 事前に決まった旅程
• 紙で渡されるなど情報は固定

これからの旅行・観光

• スマホでその場で行きたいところを検索
• その場の「気持ちによりそう情報」の活用
• Dynamic Commerceへ



GTFSデータ利活用サンプルアプリケーション

石垣島サンセットビーチ
から西表島イダの浜まで検索

バスと船舶乗り継いで移動



GTFSデータ利活用サンプルアプリケーション

バスを待っている時間のための
近隣スポット表示



観光オープンデータ利用サンプルアプリケーション



DEMO



データとAPI



サンプルアプリケーションで使われているデータ・API

 GTFSデータ

＞ 主に八重山圏域の路線バスと船舶

経路検索・乗換案内API

＞ 点から点までの経路をGTFSデータを基に検索

観光情報API

＞ 沖縄コンベンションビューロ様 「おきなわ物語」、

南山舎様「やえやまなび」ご協力のもとデータベース化

地図情報

＞ Open Street Map



(参考) 観光情報 フォーマット

Name 施設、イベント名

Category e.g.石垣島,市街地エリア,買う,食べる

Content 施設でできることの紹介

Topic PR、キャッチコピー

Img 施設、イベントのイメージ画像

LatLng 緯度・経度

Address 住所

URI 施設、イベント詳細情報へのリンク

WEB 施設管理者、提供者へのリンク

TEL

rholiday 休日

bhour 営業時間 ...

検討中



オープンデータのもたらすイノベーション

 人の活動・行動は既にデータ主導型にシフト

＞データが存在していないものは認識されない！
例：路線データが無ければ、観光客からは存在しない路線
例：行き方の分からない観光地は存在しないも同然

 「情報から情報の導線設計」は最重要課題

＞ポイント(観光地・ホテル・飲食店等)の情報と

移動情報がシームレスにアクセスできるか？

＞点(店)と線(移動経路)がオープンデータにより密結合

 人の行動スタイル(体験と消費行動）にイノベーション

＞キャッシュレス社会の促進

＞体験情報の拡大再生産（SNS）の促進



実現可能なアプリケーション例

 チェックイン時間までに公共交通にてホテルに着ける経路の提
示 (ホテルのスマホ・サイトから直接データ利用、や予約の
メールに表示)

 当日の最終目的地であるホテル等の経路の途中にある観光地に
寄り道した上で夕食には間に合うプランの提示

 行きたい観光地を複数選択し滞在希望時間等を指定することで、
公共交通等での移動手段を含むトリッププランを生成するプロ
グラム



おわりに



情報は鮮度・正確さが大切





地産地消データ利活用コミュニティ



アイディアソンや技術、意見交流の場

アイディアソンを開催 ＞観光、ICT、行政、学生、多く方々が参加



住民・県民・観光客 すべての人がもっと便利に移動！

バスと離島船舶の運行情報をオープンに発信！

観光地や重要な拠点にもっと行きやすく！

「オープンデータ」整備
普及、促進を行っていきます


